
ＡＣＥ（エース）：「Ａｃｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｃｏｏｌ Ｅａｒｔｈ（美しい星への行動）」
攻めの地球温暖化外交戦略

 技術の創造（革新的な技術開発の促進）
 ２０２０年度までの国地方の基礎的財政収支黒字化を前提としつつ，官民併せ５年で１１００億ドルの投資を目指す。

改訂された環境エネルギー技術革新計画を着実に実行し，これらの技術が世界中で開発・普及されることにより，
２０５０年世界半減に必要な量の約８割の削減が可能。
（ＣＣＳ（ＣＯ２回収・貯留技術），革新的構造材料，人工光合成，途上国ニーズに応える技術開発）

イノベーション加速のため世界の産学官トップによる，いわば「エネルギー・環境技術版ダボス会議」を毎年開催。

理念

 気候システムの温暖化については，疑う余地がない。（ＩＰＣＣ 第５次評価報告書）

 クールアース５０から６年。日本は，「美しい星」実現のため，東日本大震災及び原発事故を乗り越えつつ技
術革新及び普及の先頭に立ち，国際的なパートナーシップを強化し，国際社会をリードする。

 「2050年世界半減，先進国80％削減」の目標実現に向け，今こそ具体的なアクションが必要。日本は「エー
ス」として，その努力の先頭に立つ。

イノベーション：革新的な技術開発は，この目標実現に不可欠。日本は技術のブレークス
ルーの先頭に立つ。 中国 米国
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概要

 官民合わせた途上国支援で２０１３年からの３年間に計１兆６０００億円
（約１６０億ドル。公的資金は約１３０億ドルで，先進国に期待される３年計約３５０億ドルの１／３を日本が担う）

 脆弱国への防災支援の重点化（災害復旧スタンドバイ借款，優先条件等，円借款の新制度も活用）。

 公的金融手段を活用し，気候変動分野への民間資金の大幅な増大を促す。

 国際枠組みの構築に向けた議論を日本がリード

イノベーション加速のため世界の産学官トップによる，いわば「エネルギー・環境技術版ダボス会議」を毎年開催。

パートナーシップ：脆弱国を支援し，日本と途上国のＷｉｎ－Ｗｉｎ関係を構築，技術展開と
技術革新の基礎を作る。さらに，気候変動における国際議論に積極的に関与する。

 技術の普及 → 直ちに確実な排出削減を実現
 ３年間で二国間オフセット・クレジット制度（ＪＣＭ）の署名国倍増を目指し，協議を加速するとともに，ＪＢＩＣやＮＥＸＩと連携

したＪＣＭ特別金融スキーム（ＪＳＦ）の創設，ＪＩＣＡ等の支援プロジェクトと連携しつつ排出削減を行うプロジェクトを支援
するための基金の設置等によりプロジェクト形成を支援する。

 技術の国際普及に向けた基盤づくり（例：ＬＥＤや遮熱窓等のエネルギー効率性の評価手法を戦略的に国際標準化）

 世界最先端の温室効果ガス観測の新衛星の2017年度打ち上げを目指す。
 アジアを中心に国別・大都市別の排出量を測定し，削減対策案を提案。対策効果の検証・評価を行う。

年間排出量を
半減

２０５０年

美しい星（Cool Earth）
の実現に技術で貢献

アプリケーション：日本の誇る低炭素技術を展開し，温暖化対策と経済成長を同時実現。

パートナーシップ

アプリケーション


